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市政 だより
人口白動き 法樟相談目

3月1日現在 前月比 4月198(木〉
人 口 58，050+112

自時3'分-15時
男 27，943+50 
女 30，107+62 市役所市民相談盆

世帯数15，268+22 おlI¥幅 広どうぞ
、;;.bι
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楽しく体制限をするママさんたち

鍵康が心をつくり人つくる

みんな楽しく

文明が発足皇するにつれて.健機阻替の要因が年

とともにふえてきました.現在の祖t維な社会を生

きぬ〈ため、健康と体力網目独への配慮は国をあげ

てその対策にとり組んでおります.

3月18日市民体育館で『体力つ〈り運動抱進県

民大会』が総理引府等の主催で盛大に開催されまし

た.乙の包集まった約800人のおかあさんや倒児

たちは、まず良踊飽会の7 トラタ ν.ンを見てか

ら、 製と子の体操やママさん体換をした鏡、NH
Kでお信じみのアコーダ.f;tyの第一人者梅山太

郎さんとテレピ体銀出演者.溜内絹子さんの特別

指導で苛策やゲームを議しみ.級ilK!Iユ書官業隊

のドリ ル演奏を恨貧して あすへの体力つ〈りを

終わりました。

体力っくり運動
..-..-.._..-・・e ・・e ・・ e ・・ー・・ー・・・・・ー..

推進県民大会

咽目白周防輔圃岡崎・d制 民主2盟 .

毎月 1日・15日発行 発行日時/大村市役所 編集人/総務課長公永敏之印刷所/隆文社悶刷所
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(2) 

交
通
ル

l
ル
を

4
月

6
日
〉
(
何
回

市政だより

うお通車 えにくつ増にも 徹こ通周 す 雇 者 つ
。互事を新らよりトのて大よな新底と Jレ知べ 主 を乙せ 春
い故運学れる出、大いしるい空をに l 徹 て なはのいの
がを転期ま道す野衆る車 建 市港はよノレ底 のどじ運に 交
注起すとす路マ 岳化 乙両 設 内建かつのを人陸め動は 通
意 行。交イやかとの工で設るて実はに上運のじ安
さ人楽 通カ桜らに往 事 も工も交 践 か 交交転ねま全
しなも期 の l ま来加来、 各 事の通をり通通者らり運
合い歩を 険の つるえが 埋種 ので事習、 安に ゃいま 動
いよ行む 悪大り 、て 激立企進す故慣正全関運はすが
まう者か 化量な 大レし 工業歩。防づし思係転 、。 全
しに もえ が進ど村ジく事 資 に 止けい想あ者歩 国
よ、交て 考出にボャなが本と のる交のるの行 い

③ ② 防児児企 に事①
飲教対母 止の童~ 新故歩
酒育す親、 事、 4開園・h 入、行
運のると... 故幼a瞳臨護費圏 A 学特者
転充交こ
の実通ど
追 安も
放 全に

守
り
ま
し
ょ
う
グ

〈
運
動
の
重
点
〉

4今

「
せ
ま
い
日
本

そ

ん

な

に

急

い

で

た
二
し
が
一
ま

制
一
え

規
一
ふ

通
己

ホ〈

市内の交通事故 (昭和47年)

l尚ドれ|川悦阿叫4釘昨附叫47$ 1 46~ I昨阿一年引州|μ4
改 整 曹学 央 (ス止ど

発生件数 368I 268 I 37%増 | 善備各校 、大 クのも歩
| | I -..--I と、種)西村!たの行

i •• I " I ....M I と 交 安を大、 Jレめ本者
i死 者数 I 11 I 6 I 45忽 11 I も通全設村三二、高 E

j i l l lζ 環施定の城ノ四事く
514 I 373 I 27;;ぢ11 I 昨境 設 し各、 lつ故に

_1 年のの 、小中ンの防乙

ど

、ー
r、

暮
れ
か
ら
新
た
な
交
通
規
制
が
ふ

え
ま
し
た
。

ま
た
、
国
道
な
ど
主
要
道
路
に

お
い
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す

ぎ
に
よ
る
追
突
事
故
な
ど
事
故
が

激
増
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
防

止
策
と
し
て
速
度
制
限
が
実
施
さ

れ
た
り
歩
道
幅
の
広
い
部
分
で
は

一
部
の
歩
道
に
自
転
車
の
通
行
が

許
可
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
交
通
規
制
に
つ
い
て

は
標
識
が
設
置
さ
れ
ま
す
と
、
そ

の
時
点
か
ら
効
力
が
生
じ
ま
す

(標
識
表
示
優
先
主
義
の
採
用
)

車
を
運
転
す
る
人
も
、
歩
行
者

も
、
交
通
ル

l
ル
を
正
し
く
守
っ

て
住
み
よ
い
ま
ち
を
築
き
ま
し
ょ

・つ。

ト |

た
だ
い
ま
申
込
受
付
中

交
通
事
故
グ
そ
れ
は
ひ
と
ど

民
交
通
傷
害
保
険
」
に
家
族
ぐ
る

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
の
よ
み
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

う
に
痛
ま
し
い
交
通
事
故
が
く
り
保
険
料
は
一
人
年
額
四
百
八
十

か
え
さ
れ
、
平
和
な
家
庭
の
幸
福
円
で
す
。
市
社
会
課
ま
た
は
各
出

が
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。

張

所
で
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い

万
一
の
事
故
に
そ
な
え
て

「
市

ま

す
。

一

傷 者数

行
く
一

(
運
転
者
向
け
の
も
の
)
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おおむら市政だより(3) 

4今

「
た
し
か
め
て

ま
た

市
が
現
在
実
施
し
て
お
り
ま
す

乳
幼
児
等
(
乳
幼
児
、
心
身
障
害

者
、
母
子
、
一
般
原
爆
被
爆
者
お

よ
び
高
齢
者
)
の
医
療
費
の
支
給

取
り
扱
い
が
四
月
一
日
か
ら
次
の

よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
乳
幼
児
、
身
体
障
害
者
お
よ

び
精
神
薄
弱
者
の
医
療
費
支
給

の
範
囲
が
次
の
よ
う
に
改
正
に

な
り
ま
し
た
の
で
該
当
者
は
早

め
に
福
祉
事
務
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。一四

月
一
日
か
ら

一の
支
給
範
囲

一
歳
に
満
た
な
一二
歳
に
満
た
な

い
乳
児

一い
乳
幼
児

身
体
障
害
者
の
一

ム
ヱ
ま
で
の

支
給
範
囲

市
民
の
健
康
ヘ

血

圧

計

を

寄

付

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

三
月
二
十
三
日
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
で
は
、
市
民
の
健
康
保
持

の
た
め
、
最
新
式
の
血
圧
計
(
十

万
円
相
当
〉
一
台
を
市
へ
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

た
し
か
め
て

薄精 |まー障
重弱神 |で級害
度程薄 | か程
、度弱 | ら度
中者 | 三等
度の | 扱級

軽重 | ま一
度度 | で 級

| か

中 | ら
度 | 六

l 級

二

次

の

保
険
の
被
保
険
者
ま
た

は
被
扶
養
者
は
病
院
の
窓
口
で

医
療
代
の
一
部
負
担
金
を
支
払

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
(
現
物

給
付
方
式
に
よ
る
)

ィ
、
国
民
健
康
保
険

ロ
、
日
雇
労
働
者
健
康
保
険

ハ
、
政
府
管
掌
健
康
保
険

ニ
、
全
国
土
木
保
険

ホ
、
郵
政
省
共
済
組
合

へ
、
国
鉄
共
済
組
合

一
二
、
前
記
の
保
険
以
外
の
も
の
は

ノ、

イ
横
断
」

今
ま
で
ど
お
り
病
院
窓
口
で
医

療
代
の

一
部
負
担
金
を
支
払
い

そ
の
領
収
書
に
よ
っ
て
翌
月
福

(
歩
行
者
向
け
の
も
の
)

祉
事
務
所
で
現
金
を
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
(
償
還
方
式
に
よ

る
)

働
く
若
人
の
オ
ア
シ

ス

勤

労

青

少

年

ホ

i
ム

ホ
ー
ム
は
、
ふ
ら
り
と
来
て
自

然
に
仲
間
に
と
け
乙
め
る
と
こ
ろ

気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
と

こ
ろ
。
遊
べ
る
と
こ
ろ
。

悩
み
が

語
り
合
え
る
と
こ
ろ
。
何
か
を
つ

か
む
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
。
若

い
仲
間
が
君
と
、
あ
な
た
を
待
っ

て
い
ま
す
。
さ
あ
行
っ
て
み
よ
う

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
へ
。

ホ
ー
ム
の
利
用
は
、
所
定
の
「

終わる

市
内
の
音
楽
愛
好

者
待
望
の
市
民
音
楽

祭
は
三
月
十
八
日
市

民
会
館
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
器
楽
演

市民音楽祭

奏
や
マ
マ
コ
ー
ラ
ス

少
年
合
唱
団
な
ど
多

彩
な
出
演
で
に
ぎ
わ

い
盛
会
の
う
ち
に
終

わ
り
ま
し
た
。

f¥ 

申
請
書
」
を
ホ

i
ム
事
務
室
へ
提

出
す
れ
ば
使
用
許
可
証
を
交
付
し

ま
す
。
(
四
十
七
年
度
に
交
付
さ

れ
て
い
る
許
可
証
は
四
月
一
日
か

ら
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
す
ぐ
更

新
し
て
く
だ
さ
い
)

く
わ
し
く
は
ホ

i
ム
事
務
室
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

電
話

@
l
一
三
五
三

『
市
民
の
声
』
欄
ヘ

建
設
的
な

ご
意
見
を

市
民
と
と
も
に
歩
む
明
る
い
市

政
を
築
く
た
め
『
市
民
の
声
』
欄

を
設
け
て
お
り
ま
す
。

市
政
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
建

設
的
な
ど
意
見
を
、
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

春
と
も
な
れ
ば
、
進
学
や
転
勤
…

日
な
ど
、
何
か
と
あ
わ
た
だ
し
く
な
日

…
っ
て
き
ま
す
が
、
転
宅
先
で
は
、

…
す
ぐ
に
電
気
が
使
え
る
よ
う
に
な
H

一
っ
て
い
ま
す
。

ご
ら
ん
の
よ
う
に
、
リ
ミ
ッ
タ
H

…
!
の
つ
ま
み
を
あ
げ
る
と
電
気
が
…

…
つ
き
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
『
電
気
…

…
使
用
申
込
書
』
を
九
州
電
力
へ
お
…

…
送
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
宅
な
さ
る
時
は
、
電
…

…
気
料
金
の
精
算
を
行
な
い
ま
す
の
H

…
で
、
転
宅
日
の
二

l
三
目
前
ま
で
…

…
に
、
九
州
電
力
へ
お
知
ら
せ
く
だ
H

U

さ
い
。 転

宅
先
で

す
ぐ
電
気
が
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沖
縄
の
詩
細
論

人
身
被
害
者
ヘ
易
籍
金

市敬だより

占
領
中
、
沖
縄
に
お
い
て
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
ま
た
は
、
そ

の
要
員
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
や

暴
行
、
そ
の
他
の
不
法
行
為
の
た

め
死
亡
し
た
人
ま
た
は
、
け
が
を

し
た
り
病
気
に
な
っ
た
人
で

「
琉

球
人
の
講
和
前
補
償
請
求
の
支
払

い
に
つ
い
て
」
(
昭
和

四
十
二
年

一
月
十
日
高
等
弁
務
官
布
令
第
六

十
号
)
に
よ
る
支
払
い
を
う
け
な

か
っ
た
か
た
が
た
に
、
こ
の
た
び

「
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
防
衛
庁
関

係
法
律
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に

関
す
る
法
律
」
(
昭
和
四
十
七
年

法
律
第
三
十
三
号
)
に
基
づ

い
て

国
か
ら
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
該
当
す
る
人
は
、
乙
の
法

律
に
よ
る
見
舞
金
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
被
害
者
の
重
大
な
過

失
に
起
因
す
る
場
合
は
申
請
で
き

ま
せ
ん
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
六
日
か
ら

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
八
日
ま

で
の
聞
に
お
い
て
、

沖
縄
で
合
衆

国
軍
隊
ま
た
は
、
そ
の
要
員
の
行

為
に
よ
り
人
身
被
害
を
乙
う
む
っ

た
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
沖
縄
住

民
で
あ
る
被
害
者
ま
た
は
遺
族
で

昭
和
四
十
二
年
高
等
弁
務
官
布
令

第
六
十
号
に
よ
る
支
払
い
を
う
け

ら
れ
な
か
っ
た
者
。

今
回
支
給
さ
れ
る
見
舞
金
は
、

遺
族
見
舞
金
、
葬
祭
見
舞
金
、

療

養
見
舞
金
、
休
業
見
舞
金
お
よ
び

障
害
見
舞
金
な
ら
び
に
慰
謝
料
で

日
本
体
育
施
設
協
会
で
は
沖

縄

訂

斗
出
ゴ
|
問
↓
出

1
出
1
コ円i
一
一

一

を

県
の
本
土
復
帰
を
記
念
し
て
公
式

一本
一
川

一
川

一
川

川

一
川

一
一

1
J
'

メ
ダ
ル
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り

一価
一
閃

一
泊

一
4
一
1
一
部

二

一

:

示

内

，

一

川

ま

し

た

。

こ

の

公

式

メ

ダ

ル

は

沖

司
昌
川
町
叫
判
川
町
J
1斗
|

一
一

一

〓

，

体

一

ダ

縄
特
別
国
体
を
皮
切
り
に
第
二
十

一倍
一
m
刈
一
m
当

初

当

川

一

一

一

二

己

…

国

一

メ

八

回

国

体

(

千

葉

)

第

二

十

九

回

福

岡

p
w白
川
「
十
l
一
一

w
川

一

メ

一一=亘書
i
i
l
i
--
一

一
一

w

w

l
一

.

〈

茨
城
)
と
各
大
会
を
追
っ
て
シ

一
羽
一
ω而
mmm一閃
一

一

一

-

二

帰

…

駅

一

念

リ

l

ズ
で
発
行
さ
れ
る
予
定
で

直

川
凶
リ
同

日
直
「

ト

L
一

二

…

特

一

明

い

す

。

ご

希
望
の
か
た
は
市
教
育
委

一別
一
ナ

一

一

一
ズ

一卜
均
一
一

山
復

w

o

一==ロ

員
会
体
育
課
へ
代
金
を
添
え
て
申

一

一

一

一

一

一

y
ン
一
一

-

‘

，

宅

一

一
一

チ

一

一

一

ン

一
っロ
一
-

一

お

m
一

申

し

込

ん

で

く
だ
さ
い
。

一

一

一

金

一
銀

一
一
セ
ゃフ

一

一

中

|

申

し

込

み
締
切
昭
和
四
十

1

二

-フ

↑

↑

弓

一点
全

j

一種
一
プ

一

一

一

フ

互

い一s

一
一

-

-

-

-

F『4u
一
，

年
四
月
十
八
日

「
ト
11

「
l
ト
l
l
卜
1
L
|山
一E

⑤ 

「
ぼ
く
し
な
い

ど

う
ろ
の

と
び
だ
し す

が
、
乙
れ
ら
支
給
額
は
、
さ
き

に
米
軍
が
高
等
弁
務
官
布
令
第
六

十
号
で
支
払
っ
た
例
に
準
じ
た
も

の
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
乙
の
見
舞
金
の
申
請
ま

た
は
問
い
合
わ
せ
は
、

次
の
所
で

取
り
扱
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
該

当
す
る
か
た
は
、
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

福
岡
防
衛
施
設
局
事
業
部
業
務
課

福
岡
市
中
央
区
大
手
門
二
丁
目
五

番
十
五
号

電
話
⑬
|
六

一
三一

福
岡
防
衛
施
設
局
熊
本
支
局
業
務

課熊
本
市
東
町
四

電
話
@
l一

一一

七一

福
岡
防
衛
施
設
局
小
倉
防
衛
施
設

事
務
所
業
務
課

北
九
州
市
小
倉
区
田
町
ニ
l
九
八

電
話

@
!
二
四
三
回

福
岡
防
衛
施
設
局
佐
世
保
防
衛
施

設
事
務
所
業
務
課

佐
世
保
市
元
町

一
番

一
号

電
話
@
i
一二

一
五
七

福
岡
防
衛
施
設
局
別
府
防
衛
施
設

事
務
所

別
府
市
大
字
別
府
三
O
五
一
l
l

一

電
話
②
l
O
二
一五

注

乙
の
見
舞
金
の
申
請
期
限
は

五
月
十
四
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早

く
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

わ
る
ふ

勝
手
に
国
々
を
支
配
し
た
と
い
う

戦
国
時
代
の
乙
と
で
あ
る
。
島
原

半
島
を
領
有
し
て
い
た
有
馬
氏
は

急
速
に
勢
力
を
の
ば
し
、
近
隣
諸

国
を
浸
略
し
は
じ
め
た
。
大
村
に

す
み
は
る

対
し
て
も
、
十
五
代
純
治
の
乙
ろ

込

d
so
'」

か
ら
そ
の
兆
が
強
ま
っ
て
き
た
。

純
治
は
、
有
馬
の
攻
勢
に
備
え

る
た
め
、
累
代
の
居
城
、
久
原
城

で
は
敵
を
防
ぐ
の
が
困
難
と
み
て

新
た
に
要
害
の
地
を
選
び
、
福
重

に
好
武
城
を
築
い
た
。
南
に
郡
川

北
に
深
田
、
西
に
海
と
い
う
守
備

堅
固
の
域
で
あ
っ
た
。

や
が
て
、
病
に
伏
し
た
純
治
は

す
み
二
れ

年
若
い
嗣
子
純
伊
の
後
見
を
女
婿

鈴
田
道
意
に
託
し
て
、

憂
悶
の
う

ち
に
乙
の
好
武
城
で
亡
く
な
っ
た

郡
橋
を
渡
っ
て
、

川
沿
い
に
海

域

跡

は
本
丸
約
千
平
方
メ
l
ト

に
至
る
途
中
、
右
手
に
寿
古
郷
の
ル
、

二
の
丸
約
一

万
二
千
平
方
メ

小
高
い
正
が
好
武
城
の
跡
と
い
わ

l
ト
ル
、
大
手
は
東
南
、
か
ら
め

れ
て
い
る
。

手
は
北
北
東
に
面
し
て
い
た
と
い

応
仁
の
乱
以
来
、
強
い
も
の
が

う。

好

武

城

跡

(2) 

ー

花
の
種
を

あ

り

が

と

う

花
の
あ
る
町
づ
く
り
に
少
し
で

も
役
に
立
て
た
ら
、
と
専
売
公
社

大
村
出
張
所
で
は
、

春
咲
き
の

「

西
洋
石
竹
」
な
ど
、
花
種
百
七
十

袋
を、

市
民
運
動
推
進
協
議
会
に

寄
贈
し
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
さ

ざ
け
」

っ
そ
く
市
内
七
十
余
の
老
人
ク
ラ

ブ
に
配
り
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
し
て

花
を
育
成
し
て
も
ら
う
乙
と
に
な

り
ま
し
た
。
初
夏
に
は
、
美
し
い

花
が
咲
き
市
民
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
乙
と
で
し
ょ
う。

(
こ
ど
も
向
け
の
も
の
)
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りおおむ市政だより(5) 

⑥ 

「
た

し

か

め

て

た

し

か

ま

た

R 

S里

r" 

し
て
く
だ
さ
い
。

料
金
は
無
料
で
す
。

園
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ

ン
の
投
与
を

V
詰
当
者

生
後
三
カ
月
以
上
経

日
時

四
月
二
十
四
日
(火
)

過
し
た
も
の
で
初
回
投
与
を
う
け

午
前
九
時
三
十
分

t
十
一
時

て
い
な
い
も
の
、
お
よ
び
二
回
目

午
後
一
時
1
二
時
三
十
分

の
投
与
が
す
ん
で
い
な
い
も
の
。

場

所

市

役

所

大

会
議
室

V
料
金

無
料
で
す
が
、
昭
和
四

該
当
者

昭
和
四
十
四
年
十
月
生

十

七
年
度
の
市
民
税
の
税
額
を
お

四
月
の
三
歳
児
検
診
を

つ

ぎ

の

ま

れ

の

人

た

ず
ね
し
ま
す
の
で
、
必
ず
調
べ

と
お
り
行
な
い
ま
す
。

そ
の
他

母
子
手
帳
を
必
ず
持
参

て
き
て
く
だ
さ
い
。

・

l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
--
i
…-V
禁
忌
者

一

ム
大
村
ラ
イ
太
ン
ズ
つ
り
の
青
年
団
、
も
ち

一
・
五
斗
、
も
ち

本
モ
ー
タ
ー
ボ

1
-

~

会
生
魚
十
キ
ロ

ム
本
小
路

っ
き
奉
仕

ム
向
陽
高
校
生
徒
中

ト
選
手
会
長
崎
支

…

ω
発
熱
や
下

一

痢
を
と
も
な

-

松
永
つ
ぎ
え
さ
ん

リ
ン
ゴ

尾
美
智
子
さ
ん
ほ
か
十
三
名
、
ひ

部

員
一
向
、

一
万
H

一一

柿
四

・
五
キ
ロ

、
花
一

束
、

ざ
掛
毛
布
八
枚
、
ガ
i
ゼ
ハ

ン
カ

五

千
円

ム
向
陽
一

う
急
性
疾
患

一
こ

ケ
ー
キ
一

個

ム
原
口
郷
鹿

チ
三
十
枚
、
菓
子
二
キ
ロ

、
チ
リ

高
校

一
年
生
、
大

↑

者

↑

ω
取
茂
夫
さ
ん
さ
つ
ま
い
も

紙
二
キ
ロ

ム
水
田
住
宅
俣
野
豊

そ

う
じ
奉
仕
、
毛
一
凶

重

症

結
核

一
ま
七
十
キ

ロ
、
み
か
ん
二
十
五

子
さ
ん
、
タ
オ
ル
十
五
枚

ム
県
糸
編
二
十

一
点
、
…

患
者
、
心
臓

…、い

キ
ロ

ム
本
経
寺
、
リ
ン
ゴ

知

事
、
み
か
ん
三
十
キ
ロ

、
ド
ロ

お
手
玉
五
十
八
個

一

血
管
系
疾
患

一

さ

一

者
、
病
後
衰

H

ご

柿
十
六
キ
ロ

ム
大
村
空
港
ッ
プ
三
十
三
缶
、
チ
ョコ

レ
ー
ト

ム
竹
松
岩
谷

産
H

一ト(山

建
設
局
、
み
か
ん
三
十
千

ロ

一二
十
箱

ム
大
村
専
売
公
社
、
パ

業

、
も
ち
五
キ
ロ

一

弱
者
、
栄
養

-
と

ム
大
村
警
察
署

「
市
民
と
警
ッ
ト
八
百
本
、
エ
コ

!
千
六
百

ム
水
田
下
山
達
雄

↑

障
害
者

~
ゆ

察
の
つ
ど
い
」
器
楽
合
奏
、

本
、
キ
ザ
ミ
三
百
グ
ラ
ム

ム
本

さ
ん
、
西
日
本
新

~
同

種

痘

お
よ

あ

吹
奏
楽
、
舞
踊
、
奇
術
招
待

町
田
中
豊
さ
ん
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
聞
講
読

一
カ
月
間

~

は

リ

ド

一
付

ム
大
村
市
農
協
、
雑
誌
七
冊

l
キ
(
大
)
十
二
個

ム
竹
松
石

ム
大
村
市
社
会
福

山

一
寄

ム
大
村
青
年
赤
十

字
奉

仕

渡
ミ
チ
子
さ
ん
、
カ
ラ
l
ポ

ッ
ト

祉
協
議
会
、
三
万

一

後

一
カ
月
を

一
ご

団
、
毛
糸
編
ひ
ざ
掛

一

枚

三

十
個
、
足
袋
ソ

ッ
ク
ス
三
十
足

円

ム
玖
島
中
学

↑

経
過
し
て
い

↑一

ム
福
重
婦
人
会
、
三
千
五
百

ム
富
永
嘉
月
さ
ん
、
タ
オ
ル
三
十

校

生
徒
、
タ
オ

ル
~

な
い
も
の

な
お
、
当
日

-
-

円

A
諏
訪
郷
溝
上
太
久
馬
二
枚

ム

聖
母
幼
稚
園
、歌
、踊

り

;

一

は
母
子
手
帳

さ
ん、

カ
レ

ン
ダ
ー
十
五
枚

作
品
三
十
七
点

ム

聖

母
幼
稚
園

一

を
持

っ
て
き

タ
オ
ル

三
十
五
枚

ム
玖
島

父
兄
、
み
か
ん
十

一
キ
ロ

ム
日

:i
l
i
l
i
--:
L

て
く
だ
さ
い

注
射
と
検
診

-
三
歳
児
検
診

め

て

J、
イ

横

断

」

(歩
行
者
向
け
の
も
の
)

生ワクチン投与日程表
投 与 臼 |会 場名 |

|市役所 |
4月17白| !
!一一一一一一|萱 瀬 出 張 所 i

I諏 訪 公 民 館 l

I 4月18日|二三童豆L療 所 l

I 'D. n ~ I鈴 田 出張 所 l|竹松公 民 館 14月19日!一一一一ー一~I
1-一一一一一!福 重出張所

|中地 区公民館 }
4月20日 |

|松原出 張 所 !
時間はいずれも午後2時"'3時

-
妊
婦
お
よ
び

乳
幼
児
検
診

今
月
の
妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児
検

診
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま
す

-
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

昭
和
田
十
八
年
度
、
犬
の
登
録

と
第

一
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次

の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

対
象
犬

生
後
九
十
一

日
以
上
の

犬

手
数
料

登
録
一
頭
に
つ
き

三
百
円

注
射

一
頭
に
つ
き

二
百
六
十
円

犬
は
じ

よ
う
ぶ
な
鎖
な
ど
で
つ

な
ぎ
、
つ
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
登
録
と
注
射
が
済
ん
だ
犬

に
は
、
首
輪
に
必
ず
鑑
札
を
つ
け

て
く
だ
さ
い。

な
お
、
当
日
は
受
付
が
た
い

へ

ん
混
雑
し
ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が

い
ら
な
い
よ
う
と
協
力
く
だ
さ
い

犬の登録と狂犬病予防注射日程表

日 |実 施 場所 |実 施 時間

4/12C木〉中地区住民センター10: 00"'15: 00 

4(/金13) 福 重出 張 所 10: 00---11: 30 
富ノ原公民館 13:30'""-'14:30 

山 I諏 訪 公 民館 10:00、11:30
池 田 H 13:30"'14:00 

(月) 徴神堂前広場 14:15-15:00 
野 岳湖バス停 10:30-11:00 

4/17 東光寺公民館 11:15---11:30 
(火) 松 原 出 張 所 13:00"'14:00 
武留路公民館 14:15-14:45 

4/18C水)1竹松出 張 所 10:00'""-'15:00 
黒木ノてス終点 10:30-10:45 

4/19 
黒木小学校下 11:00-11:30 
萱瀬出張所 13:00-14:00 

(木) 萱瀬小 学 校 14:10"'14:30 
農協第一支所 14:50-15:30 

4/20C金)大村 保 健所 10:00-15:00 

④12時から13時までは休けいします

/:¥. 
~ 

~ 

ヲ己

-
市
の
不
用
建
物
を

公

売

て
公
売
物
件

付
所
在
地
乾
馬
場
郷
四
八
六
番
地

建

物

旧

西
大
村
小
学
校
校
舎

構
造

木
造
瓦
葺
平
家
建

面
積

六
O
五
平
方
メ
ー
ト

ル

(
約
一
八
三
一坪
)

同
所
在
地

一
の
郷
五
番
地

建
物

旧
松
原
小
学
校
校
舎

構
造

木
造
瓦
葺
二
階
建

面
積
一

五
六

0
平
方
メ
ー
ト
ル

(約
四
七
一

坪
)

二
、
公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

三
、
現
地
説
明

西
大
村
小
学
校

は
四
月
九
日
午
前
九
時

t
十
時

松
原
小
学
校
は
午
前
十
時
三
十

分
1
十

一
時
三
十
分

四
、
入
札
の
日
時
お
よ
び
場
所

四
月
九
日
午
後

一
時
l
一時一一一

十
分

市

役

所
第
二
会
議
室

五
、
入
札
保
証
金

入
札
見
積
額

の
百
分
の
五
以
上
の
現
金

※
く
わ
し
く
は
財
政
課
管
財
係
へ



日 |診療科目 |医 院名 |所在地 1電 話

内 科 (寺 井医 院

小児 科 l出口小児科 諏訪 ②-2252
整形外科 松 永整形 並 松 ②-4300

②-3878 

13 内 科琴尾医院 西三城 ②-2056 

1 整形外科牟田整形乾馬場 ②-4501 

②-3331 

20 内 科田中医 院 |乾屠場 ②-2724 

内 科 沢 田医院 萱 瀬 ①-7603 

l耳問 航吋駅通り |制329
; 27 外科 田崎外科 l乾馬場②-2345

内 科 長崎医 院 l'寿古郷 l⑤-8615

(6) 

募

集

おおむら

圃
市
職
員
を
募
集

清
掃
婦
・
看
護
助
手

①
市
立
病
院
に
お
い
て
院
内
の
清

掃
ま
た
は
配
膳
、
洗
濯
お
よ
び

煮
沸
等
雑
役
の
業
務
に
従
事
し

ま
す
。

市政だより

②
新
制
中
学
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者
で
、
昭
和
三
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
二
十
三
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子

調
理
員

の
市
立
病
院
ま
た
は
市
立
保
育
所

に
お
け
る
給
食
調
理
等
の
業
務

昭和48年4月 1日
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曜当番医日の5月

に
従
事
し
ま
す
。

⑨
新
制
中
学
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
ほ
か
、
調
理
師
の
免
許

を
有
す
る
者
で
、
昭
和
八
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
八
年
四

月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

③
男
女
を
問
わ
な
い
。

受
付
期
間

四
月
二
日
か
ら
四
月

十
四
日
ま
で

※
く
わ
し
く
は
市
人
事
課

へ

圃
市
奨
学
生
を
募
集

資

格

川

大

村

市
民
ま
た
は
そ
の

子
女
で
高
等
学
校
に
在
学
中
の
者

叫
品
行
方
正
、
学
業
成
績
優
秀
か

っ
身
体
強
健
な
者
。

同
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
資
の
支

弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者
。

貸

与

額

月

額
二
千
円
。

手
続

各
高
等
学
校
ま
た
は
市
教

育
委
員
会
事
務
局
に
出
願
書
類
が

あ
り
ま
す
の
で
各
高
等
学
校
長
を

経
由
し
て
提
出
す
る
乙
と
。

募
集
期
間

四
月
二
十
日
ま
で

※
く
わ
し
く
は
市
教
育
委
員
会
庶

務
課

へ

-
長
崎
県
工
芸
展
作
品

募

集

会

期

四

月
二
十

一
日

l
五
月
十

三
日

会
場

長
崎
県
立
美
術
博
物
館

出
品
規
定

ム
出
品
作
品
は
県
内
製
作
品
で
次

の
種
類
に
含
ま
れ
る
も
の
。

陶
磁
器
、
ベ
っ

甲
、
ガ
ラ
ス、

漆
工
、
染
織
、
木
工
、
金
工
、

石
工
、
竹
工
、
そ
の
他
主
催
者

が
適
当
と
認
め
た
も
の
。

ム
応
募
者
は
県
内
居
住
者
で
満
十

六
歳
以
上
で
あ
る
乙
と
。

A
出
品
作
品
は
創
作
品
で
あ
る
こ

と
。

ム
市
販
の
民
芸
品
は
除
か
れ
る
。

出
品
申
込
と
搬
入

規
定
の
申
込
書
に
よ
り
出
品
申

込
み
を
し
、
四
月

一
日
か
ら
四

月
十
日
ま
で
の
聞
に
県
立
美
術

博
物
館

(
長
崎
市
立
山
町
二
)

へ
送
付
ま
た
は
持
ち
込
む
こ
と

講

習

会

-
家
庭
医
学
教
室

開

設

日

時

四

月

i
九
月

第
二

・
四
水
曜
日
午
後
一
時
三

十
分

1
午
後
三
時
三
十
分

内
容

O
食
事
と
健
康

O
運
動

と
健
康

O
成
人
病
と
対
策

O
健
康
づ
く
り
と
余
暇
の
活
用

O
薬
の
功
罪

O
長
寿
の
秘

け
つ

講
師

市
立
病
院
医
師

場

所

中

地

区
公
民
館

申
込
方
法

は
が
き
か
、
電
話
で
中
地
区
公

民
館

(
乾
馬
場
二
四
六

電

話

e

l
一
三
七
六
)
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

圃
婦
人
手
芸
教
室
と

ペ
ン
習
字
教
室

手
芸
教
室

内
容

フ
ラ
ン

ス
刺
し
申
う

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

日
時

四
月

I
八
月

第
二

・
四
金
曜
日

午
前
十
時

I
十
二
時

場
所

中
地
区
公
民
館

加
島
節
子
先
生

中
瀬
三
年
子
先
生

ペ
ン
習
字
教
室

日
時

四
月

1
八
月

第
二

・
三
の
月
曜
日

午
前
十
時

1
十
二
時

講

師

山

口

勝

先

生

申
込
方
法

は
が
き
か
電
話
で
中
地
区
公
民

館

(
乾
馬
場
郷
二
四
六

電
話
@

ー

一
三
七
六
)

へ

講
師

ス
ポ
ー
ツ

田
市
内
中
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

四
月
十
五
日

(
日
)

市
民
体
育
館

シ
ン
グ
ル
ス

・
.ダブ

ル
ス

男

・
女

参
加
料
一
種
目
に
つ
き
一
人
五

十
円

申
込
期
日

四
月
十
二
日

(
木
)

申
込
先

市
内
玖
島
郷
二
十
五

市
役
所
内
松
田
勝
男

種場日
目所時

催
し
も
の

第

錦百

鯉

展

大
村
愛
鱗
会
で
は
、
は
じ
め
て

の
こ
こ
ろ
み
と
し
て
錦
鯉
展
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

四
月
二
十
二
日
(
日
)

午
前
十
時

I
午
後
三
時

市
民
会
館
広
場

品
評
会
、
展
示
会
、
即
売

日
時

内場
容所

会

※
当
日
会
員
の
募
集
を
し
ま
す
。

そ

の

他

-
大
野

l
大
村
駅
前
を

市
役
所
前
ま
で
延
長

J'( 

ス

4
月

1
日
か
ら

従
来
の

「
大
野
!
大
村
駅
前
」

間
運
行
の

一
部
を

「
大
村
市
役
所

前
」
ま
で
運
行
さ
れ
る
乙
と
に
な

り
ま
し
た
。

実
施
日

四
月

一
日
か
ら

-
飼
い
ね
こ
の
盗
難
に

j主

意

最
近
飼
い
ね
こ
が
ひ
ん
ぱ
ん
に

盗
難
に
あ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
家

庭
の
飼
い
ね
と
に
つ
い
て
は
、
じ

ア
っ
ぷ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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